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「ザルビオ®フィールドマネージャー」と連携した
スマート農機の紹介
ザルビオ生成の可変施肥マップを活用し収量向上

「ザルビオ®フィールドマネージャー（以下、ザルビオ）」は、
人工衛星画像とAIで圃場の情報を解析し、圃場管理を提案す
る栽培管理支援システムです。ザルビオには、地力マップ・生育
マップを活用して、衛星画像から自動で可変施肥マップを生成
する機能があります。可変施肥したい圃場と使用する肥料の銘
柄を選択して使用量を入力すると、地力マップ・生育マップを
もとにザルビオが最大５つのゾーンに振り分けた可変施肥マ変施肥マッ
プを自動で生成します。農業機械に生成した可変施 ップデ変施肥マップデ
ータをUSBなどで読み込ませることで、作物 況や圃育状況や圃物の生育状
場内の地力のバラツキに応じた可変施肥が実 となります。可能となが実現可
　今号では、こうした機能が使えるザルビオと連携可能なスマ携可能なスマと連携ビオと連
ート農機を紹介します。

ザルビオと連携できるスマート農機の紹介

国内でザルビオと連携できるスマート 表は表表ト農機はは １ 真、写真１の
とおりです。田植機やブロードキャスターでの基肥可変施肥に肥可変施肥にの基肥可肥可ーでの基の基

より生育の均平化、収量の向上が期待できます。また、ドロー
ンでの追肥可変施肥により品質や収量が向上し、収入アップが
期待できます。
2022年、全農ではヤンマーアグリジャパン㈱とともにザル
ビオを活用した可変施肥実証試験（本誌№644：2023年２月
号）を行ったところ、収量向上を確認できました。

今後の展望

で以上に生産者の減少・高齢化が加速し、深刻　今後　今後、ここれまで以
面することが想定されます。このため、担いな労働力不力不足に足に直面す

手への農地集積が進み、経営規模が拡大して今以上に生産性の手への農地集集積が積が進み
向上が求められると思われます。向上が求められれるると思わ
　このような情勢のなか、ザルビオと連携するスマート農機がこのような情情勢勢のなか
「資材費削減、労働生産性向上、収量最大化」といった農業の課「資材費削減、労労働労働生産性働
題解決や、農業者の多様なニーズへの対応に向けて活用できる解決や、農業農業者農業者の多様者
手段のひとつになります。手段のひとつとつにとつになりまに

ルビオと連携できるスマート農機の普及・　今後も、後も、全後も、全農はザル全
ーカーと協議を進めていくとともに、各地拡大拡大に向け拡大に向けて関係メーに向け
試験を重ね普及を推進していきます。でザルビオの実証試

オに関する問い合わせ先●ザルビオに
耕種総合対策部　スマート農業推進課全農　耕
3 6271 8274　　zz_zk_smart@zennoh.or.jp℡.03

【全農　耕種総合対策部　スマート農業推進課】

表１　ザルビオと連携できるスマート農機一覧覧 現在）年10月現在）現在）（2023年1年1
農業機械 メーカー 型式

可変施肥田植機

クボタ NW8S、NW8SA、NW10SA
※PF（可変施肥）仕様

井関農機 PRJ8D
※FS（可変施肥）仕様

ヤンマーアグリ YR8DA、YR6DA（DOP）
※V（可変施肥）仕様

IHIアグリテック GPSナビキャスタブロードキャスター
ドローン DJI T10、T30

写真１　ザルビオと連携できるスマート農機
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